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１ 基本方針 

尾瀬
お ぜ

国立公園は、尾瀬沼及び尾瀬ヶ原の開放的な湿原及び湖沼景観とこれらをとりまく燧ヶ岳
ひうちがだけ

、

至仏山
し ぶ つさ ん

等の 2,000ｍ級の山岳からなる雄大な盆地景観、会津駒ケ岳
あ い づ こ ま が た け

の稜線や田代山
た し ろや ま

の山頂に広が

る山地湿原景観が広がり、我が国を代表する傑出した自然の風景地である。 

本公園の利用は、壮大な湿原景観やそこに生育する湿原植生、高山植物等を目的とした自然探

勝や登山が主である。尾瀬ヶ原及び尾瀬沼は自然探勝が利用の中心であり、多様な層の入山者が、

安全かつ手軽に豊かな自然とふれあえる場所として活用されるとともに、日本百名山である至仏

山や燧ヶ岳、会津駒ケ岳などの登山も人気を集めている。近年では、環境学習の場としても活用

され、子どもを対象とした環境学習事業や民間によるガイドツアーの開催が見られる。 

このため、本公園が有する自然的、文化的資源の現況を踏まえ、世界に誇る風致景観を保護し、

その適切な利用を推進するため、以下の方針により公園計画を定める。 

（１）規制計画 

１）保護規制計画

ア 特別地域

（ア）特別保護地区 

・尾瀬沼及び尾瀬ヶ原を中心とする日光国立公園尾瀬地域以来の特別保護地区は、引き続

き特別保護地区として厳正な保護を図る。

・燧ヶ岳の北面に点在する湿原と周囲の自然林は、特別保護地区として厳正な保護を図

る。

・会津駒ヶ岳及び田代山の山頂部等の湿原、雪田群落、袖沢上流部の多様性に富む森林植

生等、特徴的な景観を構成している地域は、特別保護地区として厳正な保護を図る。

（イ）第１種特別地域 

・特別保護地区周辺にあって、特別保護地区と一体となった景観を構成している優れた

原生的森林や稜線部等の地域は、第１種特別地域とする。

（ウ）第２種特別地域 

・利用上重要な車道沿線及び主要な利用地点の周囲、並びに良好な状態で維持された自

然林は、第２種特別地域とする。

（エ）第３種特別地域 

・人工林を主体とした地域は、第３種特別地域とする。

（オ）関連事項 

・当該地域の景観の核心をなす尾瀬沼及び尾瀬ヶ原を厳正に保護するため、汚水又は排

水の排出規制区域とする。

・当該地域の希少な高山植物や固有植物種を保護するため、採取等規制植物を定める。
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（２）事業計画 

１）施設計画

ア 保護施設計画

・過去の過度な利用やニホンジカの食害等によって生じたと考えられる湿原・高山植生等

の損傷箇所については、植生復元施設を位置づけ、適切な保護と復元を図る。

イ 利用施設計画

（ア）集団施設地区 

・御池
み い け

は、尾瀬沼や尾瀬ヶ原への入山拠点であり、既に宿舎等の利用施設が集約的に整

備されている。また、マイカー規制の基点となっており、適正な利用を図る上での拠

点として重要な地区である。これらのことから、集団施設地区として維持し、適切な

整備方針を定める。 

・尾瀬沼は、主に沼山
ぬまやま

峠及び大清水
お お しみ ず

からの入山者にとって重要な経由地及び利用拠点で

あり、各種の利用施設が必要なため、集団施設地区として維持し、適切な整備方針を

定める。

・山ノ鼻
や ま のは な

は、主に鳩待
はとまち

峠からの入山者にとって重要な経由地及び利用拠点であり、各種

の利用施設が必要なため、集団施設地区として維持し、適切な整備方針を定める。 

（イ）車道 

・入山口等までのアプローチとして現存し、利用されている車道を位置づける。

（ウ）歩道 

・登山道や散策路として現存し、利用されている歩道を位置づける。

（エ）単独施設 

・利用実態から見て必要である施設又は現存し公園利用に用いられている施設につい

て、事業実施の可能性や整備による風致景観の保護上の支障がないことを確認の上で

ふさわしい種別の計画を位置づける。

２）生態系維持回復計画

ニホンジカの生息数増加や生息域拡大とともに、湿原植生の攪乱等が確認され、ニホンジ

カの影響を受けずに形成された本公園の生態系に大きな影響を与えるおそれがある。このた

め、本公園の生態系の維持又は回復を図るため、ニホンジカの防除や植生の保護等を実施す

るとともに、ニホンジカの生息状況等の調査及びモニタリングを実施する。 

-2-



２ 規制計画 

（１）保護規制計画及び関連事項 

ア 特別地域

次の区域を特別地域とする。

（表１：特別地域総括表） 

都道府県名 区 域 面 積(ha) 

福島県 

南会津郡檜枝岐村内 

国有林会津森林管理署南会津支署 

1042 林班、1046 林班、1048 林班、1060 林班から

1063 林班まで、1101 林班及び 1102 林班の全部並び

に1039林班から 1041林班まで、1045林班、1047林

班、1059 林班、1103 林班、1106 林班から 1108 林班

まで、1110-Ⅶ林班及び 1110-Ⅷ林班の各一部 

南会津郡檜枝岐村 

字駒ヶ岳及び字燧ヶ岳の各一部 

南会津郡檜枝岐村 

尾瀬沼の全部 

15,885 

国 15,685 

公  200 

私  - 

南会津郡南会津町内 

国有林会津森林管理署南会津支署 

1030 林班の全部及び 1022 林班の一部 

南会津郡南会津町 

大字宮里及び大字湯ノ花の各一部 

1,373 

国  1,050 

公 - 

私 323 

小計 

17,258 

国 16,735 

公  200 

私  323 

栃木県 

日光市内 

国有林日光森林管理署 

31 林班、32 林班、35 林班及び 36林班の各一部 

1,147 

国 1,147 

公 - 

私 - 

群馬県 

利根郡片品村内 

国有林利根沼田森林管理署 

62 林班の全部 

利根郡片品村 

大字戸倉の一部 

利根郡片品村 

尾瀬沼の全部 

17,661 

国 1,381 

公  - 

私 16,280 

新潟県 

魚沼市内 

国有林中越森林管理署 

276 林班及び 277 林班の全部 

1,156 

国  1,156 

公  - 

私  - 

合 計 

37,222 

国 20,419 

公  200 

私 16,603 
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（ア）特別保護地区 

特別地域のうち、次の区域を特別保護地区とする。 

（表２：特別保護地区総括表） 

都道府県名 区 域 面 積(ha) 

福島県 

南会津郡檜枝岐村内 

国有林会津森林管理署南会津支署 

1063 林班の全部並びに 1059 林班、1062 林班、1101

林班、1102 林班、1107 林班、1110-Ⅶ林班及び

1110-Ⅷ林班の各一部 

南会津郡檜枝岐村 

字燧ヶ岳の一部 

南会津郡檜枝岐村 

尾瀬沼の全部 

2,788 

国 2,788 

公 - 

私 - 

南会津郡南会津町内 

国有林会津森林管理署南会津支署 

1030 林班の一部 

南会津郡南会津町 

大字湯ノ花の一部 

20 

国 9 

公 - 

私  11 

小計 

2,808 

国 2,797 

公 - 

私  11 

群馬県 

利根郡片品村 

大字戸倉の一部 

利根郡片品村 

尾瀬沼の全部 

6,289 

国 104 

公 - 

私 6,185 

新潟県 

魚沼市内 

国有林中越森林管理署 

277 林班の一部 

322 

国 322 

公 - 

私 - 

合 計 

9,419 

国 3,223 

公 - 

私 6,196 
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（
表
３
：
特
別
保
護
地
区
内
訳
表
）
 

名
 
称
 

区
 

域
 

地
区
の
概
要
 

面
積
（
ha
）
 

会
津
駒
ヶ
岳
 

山
頂
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
内
 

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
 

10
59

林
班
、
11
07

林
班
、
11
10
-Ⅶ

林
班

及
び

11
10
-Ⅷ

林
班
の
各
一
部
 

会
津
駒
ヶ
岳
山
頂
か
ら
中
門
岳
に
か
け
て
の
稜
線
部
東
側
及
び
同
山
頂
か
ら
大
戸
沢
岳
に
か
け
て
の
南

側
斜
面
に
は
広
く
雪
田
草
原
が
発
達
し
て
お
り
、
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
、
ミ
ヤ
マ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
等
の
高
山

植
物
や
、
ノ
ビ
タ
キ
、
ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ
ウ
、
ウ
ラ
ギ
ン
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
等
の
湿
原

特
有
の
動
物
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
遅
く
ま
で
雪
の
残
る
斜
面
や
凹
地
に
は
、
イ
ワ
イ
チ
ョ
ウ
、
シ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ
ス
ゲ
を
標
徴
種
と
す
る
イ
ワ
イ
チ
ョ
ウ
群
落
が
見
ら
れ
、
周
辺
と
は
異
な
っ
た
特
異
な
景
観
を
呈

し
て
い
る
。
こ
の
区
域
の
雪
田
草
原
は
、
我
が
国
に
お
け
る
亜
高
山
帯
か
ら
高
山
帯
下
部
に
か
け
て
の
湿

原
植
生
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
し
て
、
発
達
し
た
多
数
の
池
塘
と
併
せ
、
景
観
的
に
極
め
て
貴
重
で
あ

る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
特
に
厳
重
に
景
観
の
維
持
を
図
る
べ
き
地
区
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

16
9 

16
9 - - 

尾
瀬
ヶ
原
、
 

尾
瀬
沼
及
び
 

燧
ヶ
岳
山
頂
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
内
 

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
 

10
63

林
班
の
全
部
並
び
に

10
62

林
班
、

11
01

林
班
及
び

11
02

林
班
の
各
一
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
 

字
燧
ヶ
岳
の
一
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
 

尾
瀬
沼
の
全
部
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
 

大
字
戸
倉
の
一
部
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
 

尾
瀬
沼
の
全
部
 

新
潟
県
魚
沼
市
内
 

国
有
林
中
越
森
林
管
理
署
 

27
7
林
班
の
一
部
 

尾
瀬
ヶ
原
と
尾
瀬
沼
は
、
そ
れ
ぞ
れ
我
が
国
を
代
表
す
る
山
地
湿
原
、
山
地
湖
沼
で
あ
り
、
周
囲
の
燧

ヶ
岳
、
至
仏
山
等
の
山
稜
と
併
せ
、
本
公
園
の
傑
出
し
た
自
然
景
観
の
核
心
を
な
す
地
区
で
あ
る
。
 

ま
た
、
至
仏
山
山
頂
部
に
は
雪
田
植
生
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
な
高
山
植
生
の
景
観
、
燧
ヶ
岳
北
面

に
は
大
小
様
々
な
傾
斜
湿
原
群
と
亜
高
山
帯
針
葉
樹
林
の
織
り
な
す
景
観
な
ど
、
極
め
て
自
然
性
の
高
い

景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
特
に
厳
重
に
景
観
の
維
持
を
図
る
べ
き
地
区
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

9,
23
0 

3,
04
5 - 

6,
18
5 

田
代
山
山
頂
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
内
 

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
 

10
30

林
班
の
一
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
 

大
字
湯
ノ
花
の
一
部
 

田
代
山
山
頂
部
に
形
成
さ
れ
た
約

20
ha

の
高
層
湿
原
は
、
単
一
の
台
地
上
の
傾
斜
湿
原
と
し
て
は
、

世
界
的
に
も
稀
な
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
湿
原
と
し
て
の
発
達
度
も
高
く
、
高
層
湿
原
の
極
相
的
群
落

で
あ
る
チ
ャ
ミ
ズ
ゴ
ケ
群
落
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
山
頂
の
湿
原
を
埋
め
尽
く
す
キ
ン
コ
ウ
カ
の
大
群
落

も
規
模
の
面
か
ら
見
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
動
物
で
は
、
イ
ト
ト
ン
ボ
類
、
カ
オ
ジ
ロ
ト
ン
ボ
、

ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
等
の
ト
ン
ボ
類
が
豊
富
に
見
ら
れ
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
特
に
厳
重
に
景
観
の
維
持
を
図
る
べ
き
地
区
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

20
 9 - 11
 

合
計
 

国
 

公
 

私
 

9,
41
9 

3,
22
3 - 

6,
19
6 
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（イ）第１種特別地域 

次の区域を第１種特別地域とする。 

（表４：第１種特別地域総括表） 

都道府県名 区 域 面 積(ha) 

福島県 

南会津郡檜枝岐村内 

国有林会津森林管理署南会津支署 

1039林班から1042林班まで、1045林班、1046

林班、1048 林班、1059林班、1060林班、1062

林班、1102林班、1106 林班、1107林班及び

1110-Ⅷ林班の各一部 

3,716 

国 3,716 

公 - 

私 - 

南会津郡南会津町内 

国有林会津森林管理署南会津支署 

1030林班の一部 

223 

国 223 

公 - 

私 - 

小計 

3,939 

国 3,939 

公 - 

私 - 

栃木県 

日光市内 

国有林日光森林管理署 

31林班、32林班、35林班及び36林班の各一部 

404 

国 404 

公 - 

私 - 

群馬県 

利根郡片品村 

大字戸倉の一部 

1,869 

国 - 

公 - 

私 1,869 

合 計 

6,212 

国 4,343 

公 - 

私 1,869 
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（
表
５
：
第
１
種
特
別
地
域
内
訳
表
）
 

名
 
称
 

区
 

域
 

地
区
の
概
要
 

面
積
(h
a)
 

会
津
駒
ヶ
岳
 

北
東
部
及
び
 

南
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
内
 

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
 

10
59

林
班
、
10
60

林
班
、
11
06

林
班
、
11
07

林
班
及
び

11
10
-Ⅷ

林
班

の
各
一
部
 

一
帯
は
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
群
落
が
分
布
し
、
季
節
風
と
積
雪
の
影
響
に
よ
り
矮
化
し
た
特
徴
的
な
森
林
景

観
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
斜
面
部
に
は
矮
性
化
し
た
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
を
主
と
し
た
自
然
低
木
群
落
が
発
達
し
て

い
る
。
ま
た
、
カ
モ
シ
カ
、
ヤ
マ
ネ
、
オ
コ
ジ
ョ
等
の
希
少
性
の
高
い
種
を
は
じ
め
、
多
様
な
野
生
動
物

が
生
息
す
る
な
ど
良
好
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
景
観
を
極
力
保
護
す
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

1,
45
9 

1,
45
9 - - 

燧
ヶ
岳
北
西
麓
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
内
 

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
 

11
02

林
班
の
一
部
 

燧
ヶ
岳
北
西
斜
面
の
標
高
約

1,
50
0～

2,
00
0m

に
は
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
を
主
と
し
た
亜
高
山
帯
針
葉
樹
林

が
広
く
分
布
し
、
発
達
し
た
森
林
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
モ
シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ヤ
マ

ネ
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
野
生
動
物
が
生
息
す
る
貴
重
な
生
態
系
を
有
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
景
観
を
極
力
保
護
す
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

25
5 

25
5 - - 

田
代
・
帝
釈
山

稜
線
部
及
び
 

燧
ヶ
岳
東
麓
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
内
 

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
 

10
39

林
班
か
ら

10
42

林
班
ま
で
、

10
45

林
班
、
10
46

林
班
、
10
48

林
班

及
び

10
62

林
班
の
各
一
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
内
 

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
 

10
30

林
班
の
一
部
 

栃
木
県
日
光
市
内
 

国
有
林
日
光
森
林
管
理
署
 

31
林
班
、
32

林
班
、
35

林
班
及
び

36
林
班
の
各
一
部
 

帝
釈
山
、
台
倉
高
山
、
孫
兵
衛
山
、
黒
岩
山
、
赤
安
山
を
結
ぶ
稜
線
一
帯
は
積
雪
に
よ
る
影
響
が
少
な

い
た
め
、
自
然
性
の
高
い
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
群
落
が
山
稜
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
急
傾
斜
地
で
は
コ

メ
ツ
ガ
亜
群
集
、
尾
根
部
で
は
ク
ロ
ベ
－
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
集
、
緩
傾
斜
地
や
土
壌
の
厚
い
と
こ
ろ
で
は
カ

ニ
コ
ウ
モ
リ
亜
群
集
と
い
っ
た
多
様
な
下
層
植
生
が
見
ら
れ
る
。
帝
釈
山
か
ら
黒
岩
山
に
か
け
て
の
林
床

に
は
、
１
属
１
種
の
日
本
固
有
種
で
あ
る
オ
サ
バ
グ
サ
が
高
密
度
に
生
育
し
、
分
布
範
囲
の
面
か
ら
も
特

筆
す
べ
き
群
落
で
あ
る
。
動
物
で
は
、
カ
モ
シ
カ
、
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
、
キ
ク
イ
タ
ダ
キ
、
ト
ホ
シ
カ
ミ

キ
リ
等
に
代
表
さ
れ
る
多
種
多
様
な
野
生
動
物
が
生
息
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
燧
ヶ
岳
北
西
部
か
ら
沼
山
峠
に
か
け
て
の
稜
線
部
も
広
く
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
群
落
が
分
布
し
、
長

池
に
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
な
ど
の
湿
性
植
生
が
生
育
し
て
お
り
、
針
葉
樹
林
に
囲
ま
れ
た

湿
原
の
織
り
な
す
神
秘
的
な
風
致
が
見
ら
れ
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
景
観
を
極
力
保
護
す
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

2,
62
9 

2,
62
9 - - 

尾
瀬
ヶ
原
南
部
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
 

大
字
戸
倉
の
一
部
 

本
公
園
の
中
心
と
な
る
尾
瀬
ヶ
原
及
び
尾
瀬
沼
の
南
部
に
位
置
し
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
を
主
体
と
す
る
自

然
性
の
高
い
樹
林
が
分
布
し
、
尾
瀬
ヶ
原
及
び
尾
瀬
沼
の
背
景
と
し
て
の
一
体
と
な
っ
た
景
観
を
構
成
し

て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
景
観
を
極
力
保
護
す
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

1,
37
2 - - 

1,
37
2 

悪
沢
岳
及
び
 

笠
ヶ
岳
東
麓
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
 

大
字
戸
倉
の
一
部
 

悪
沢
岳
南
斜
面
及
び
笠
ヶ
岳
東
斜
面
に
は
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
を
主
体
と
す
る
自
然
性
の
高
い
森
林
が
分

布
し
、
尾
瀬
ヶ
原
及
び
尾
瀬
沼
の
背
景
と
し
て
一
体
と
な
っ
た
景
観
を
構
成
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
景
観
を
極
力
保
護
す
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

49
7 - - 

49
7 

合
計
 

国
 

公
 

私
 

6,
21
2 

4,
34
3 - 

1,
86
9 
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（ウ）第２種特別地域 

次の区域を第２種特別地域とする。 

（表６：第２種特別地域総括表） 

都道府県名 区 域 面 積(ha) 

福島県 

南会津郡檜枝岐村内 

国有林会津森林管理署南会津支署 

1061林班の全部並びに1039林班から1042林班ま

で、1045 林班から1048林班まで、1059林班、1060

林班、1062林班、1101林班から1103林班まで、1106

林班から1108林班まで及び1110-Ⅶ林班の各一部 

南会津郡檜枝岐村 

字燧ヶ岳の一部 

9,182 

国 9,181 

公 1 

私 - 

南会津郡南会津町内 

国有林会津森林管理署南会津支署 

1022林班及び1030林班の各一部 

南会津郡南会津町 

大字宮里及び大字湯ノ花の各一部 

1,130 

国 818 

公 - 

私 312 

小計 

10,312 

国 9,999 

公 1 

私 312 

栃木県 

日光市内 

国有林日光森林管理署 

31林班、32林班、35林班及び36林班の各一部 

743 

国 743 

公 - 

私 - 

群馬県 

利根郡片品村内 

国有林利根沼田森林管理署 

62林班の全部 

利根郡片品村 

大字戸倉の一部 

4,277 

国 1,277 

公 - 

私 3,000 

新潟県 

魚沼市内 

国有林中越森林管理署 

276林班の全部及び277林班の一部 

834 

国 834 

公 - 

私 - 

合 計 

16,166 

国 12,853 

公 1 

私 3,312 
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（
表
７
：
第
２
種
特
別
地
域
内
訳
表
）
 

名
 
称
 

区
 

域
 

地
区
の
概
要
 

面
積
(h
a)
 

会
津
駒
ヶ
岳
山
麓
 

及
び
御
池
・
ブ
ナ
平
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
内
 

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
 

10
61

林
班
の
全
部
並
び
に

10
47

林
班
、
10
59

林
班
、
10
60
 

林
班
、
10
62

林
班
、
11
03

林
班
、
11
06

林
班
、
11
07

林
班
、

11
08

林
班
及
び

11
10
-Ⅶ

林
班
の
各
一
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
 

字
燧
ヶ
岳
の
一
部
 

会
津
駒
ヶ
岳
及
び
大
杉
岳
周
囲
の
山
腹
に
は
、
気
候
的
な
極
相
と
考
え
ら
れ

る
日
本
海
型
の
ブ
ナ
林
が
広
く
分
布
し
て
お
り
、
当
該
地
域
に
典
型
的
な
樹
林

景
観
が
形
成
さ
れ
る
ほ
か
、
沢
筋
に
は
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
を
主
と
す
る
豪
雪
地
帯
特

有
の
雪
崩
地
低
木
群
落
が
見
ら
れ
る
。
カ
モ
シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
の
大
型

哺
乳
類
を
は
じ
め
、
ヤ
マ
ネ
、
モ
モ
ン
ガ
、
ハ
チ
ク
マ
、
オ
オ
イ
チ
モ
ン
ジ
、

オ
オ
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
等
の
希
少
性
が
高
い
動
物
が
確
認
さ
れ
る
ほ
か
、
大
津
岐
川

上
流
部
で
は
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
生
息
も
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
全
般
的
に
高

い
自
然
性
が
保
た
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
燧
ヶ
岳
北
東
に
位
置
す
る
台
地
（
ブ
ナ
平
）
周
辺
も
同
様
に
、
日
本

海
型
の
典
型
的
な
ブ
ナ
林
が
広
範
囲
に
分
布
し
て
お
り
、
付
近
の
車
道
か
ら
は

美
し
い
新
緑
と
黄
葉
が
堪
能
で
き
る
。
ま
た
、
ブ
ナ
林
内
に
は
小
規
模
な
湿
原

や
池
沼
が
点
在
す
る
神
秘
的
な
景
観
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
モ
ー
カ
ケ
の
滝
等
の

大
小
様
々
な
瀑
布
が
点
在
し
、
重
要
な
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
各
種
行
為
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
良
好
な
風
致
の
維

持
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

5,
85
8 

5,
85
7 1 - 

燧
ヶ
岳
北
西
麓
 

及
び
松
嵓
高
山
 

北
東
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
内
 

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
 

11
01

林
班
及
び

11
02

林
班
の
各
一
部
 

新
潟
県
魚
沼
市
内
 

国
有
林
中
越
森
林
管
理
署
 

27
6
林
班
の
全
部
及
び

27
7
林
班
の
一
部
 

松
嵓
高
山
北
東
部
一
帯
の
標
高

1,
60
0m

以
上
の
区
域
で
は
亜
高
山
帯
針
葉
樹

林
で
あ
る
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
群
落
が
、
松
嵓
沢
及
び
ド
ロ
沢
流
域
の
斜
面
部
に
は

矮
性
化
し
た
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
を
主
と
し
た
自
然
低
木
群
落
が
発
達
し
、
気
候
傾
度

や
地
形
傾
度
に
応
じ
た
植
生
の
変
化
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
燧
ヶ
岳
北
西
麓

の
標
高

90
0ｍ

～
1,
50
0ｍ

に
は
林
床
に
チ
シ
マ
ザ
サ
が
繁
茂
す
る
典
型
的
な
日

本
海
型
ブ
ナ
林
が
、
そ
の
他
の
地
域
に
も
極
め
て
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ
た
ブ

ナ
や
ト
チ
ノ
キ
の
原
生
的
な
森
林
景
観
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
林
床
に
は
カ
タ
ク

リ
、
イ
ワ
ウ
チ
ワ
、
シ
ョ
ウ
キ
ラ
ン
等
が
多
数
生
育
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
シ

ボ
沢
沿
い
に
は
ト
チ
の
大
径
木
か
ら
な
る
群
落
や
落
差

50
m
の
渋
沢
大
滝
付
近

に
あ
る
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
な
ど
、
渓
流
地
帯
も
含
め
て
多
様
性
に
富
ん
だ
自
然
景
観

が
見
ら
れ
る
。
野
生
動
物
で
は
、
カ
モ
シ
カ
、
ヤ
マ
ネ
、
ハ
チ
ク
マ
等
が
生
息

す
る
な
ど
、
全
般
的
に
自
然
性
の
高
い
環
境
を
有
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
各
種
行
為
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
良
好
な
風
致
の
維

持
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

1,
74
9 

1,
74
9 - - 
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名
 
称
 

区
 

域
 

地
区
の
概
要
 

面
積
(h
a)
 

田
代
・
帝
釈
山
 

山
麓
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
内
 

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
 

10
39

林
班
か
ら

10
41

林
班
ま
で
及
び

10
42

林
班
の
各
一
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
内
 

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
 

10
22

林
班
及
び

10
30

林
班
の
各
一
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
 

大
字
宮
里
及
び
大
字
湯
ノ
花
の
各
一
部
 

栃
木
県
日
光
市
内
 

国
有
林
日
光
森
林
管
理
署
 

31
林
班
、
32

林
班
、
35

林
班
及
び

36
林
班
の
各
一
部
 

当
該
地
区
は
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
中
に
コ
メ
ツ
ガ
、
ト
ウ
ヒ
な
ど
が
豊
富
に

混
交
し
、
会
津
駒
ヶ
岳
一
帯
と
は
異
な
る
太
平
洋
岸
側
の
色
彩
が
色
濃
い
林
相

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
比
較
的
標
高
の
低
い
一
帯
に
は
、
気
候
的
な
極
相
と

考
え
ら
れ
る
ブ
ナ
林
が
広
く
発
達
し
、
フ
ガ
ク
ス
ズ
ム
シ
ソ
ウ
な
ど
の
着
生
植

物
も
見
ら
れ
る
。
動
物
相
と
し
て
は
、
カ
モ
シ
カ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
等
の
大
型
哺
乳
類
を
は
じ
め
、
オ
オ
イ
チ
モ
ン
ジ
、
オ
オ
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
等

の
希
少
性
の
高
い
チ
ョ
ウ
類
、
ヒ
ゲ
シ
ロ
ホ
ソ
コ
バ
ネ
カ
ミ
キ
リ
、
ク
ル
ミ
ナ

ガ
タ
マ
ム
シ
、
キ
ン
ヘ
リ
タ
マ
ム
シ
等
、
甲
虫
類
の
多
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ

て
お
り
、
多
様
性
の
高
い
生
態
系
を
有
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
各
種
行
為
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
良
好
な
風
致
の
維

持
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

3,
04
7 

2,
73
5 - 

31
2 

大
江
山
東
部
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
内
 

国
有
林
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
 

10
45

林
班
、
10
46

林
班
及
び

10
48

林
班
の
各
一
部
 

当
該
地
区
は
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
中
に
コ
メ
ツ
ガ
、
ト
ウ
ヒ
な
ど
が
豊
富
に

混
交
し
、
会
津
駒
ヶ
岳
一
帯
と
は
異
な
る
太
平
洋
岸
側
の
色
彩
が
色
濃
い
林
相

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
比
較
的
標
高
の
低
い
一
帯
に
は
、
気
候
的
な
極
相
と

考
え
ら
れ
る
ブ
ナ
林
が
広
く
発
達
し
、
フ
ガ
ク
ス
ズ
ム
シ
ソ
ウ
な
ど
の
着
生
植

物
も
見
ら
れ
る
。
動
物
相
と
し
て
は
、
カ
モ
シ
カ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
等
の
大
型
哺
乳
類
を
は
じ
め
、
オ
オ
イ
チ
モ
ン
ジ
、
オ
オ
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
等

の
希
少
性
の
高
い
チ
ョ
ウ
類
、
ヒ
ゲ
シ
ロ
ホ
ソ
コ
バ
ネ
カ
ミ
キ
リ
、
ク
ル
ミ
ナ

ガ
タ
マ
ム
シ
、
キ
ン
ヘ
リ
タ
マ
ム
シ
等
、
甲
虫
類
の
多
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ

て
お
り
、
多
様
性
の
高
い
生
態
系
を
有
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
各
種
行
為
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
良
好
な
風
致
の
維

持
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

1,
22
9 

1,
22
9 - - 

黒
岩
山
西
部
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
内
 

国
有
林
利
根
沼
田
森
林
管
理
署
 

62
林
班
の
全
部
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
 

大
字
戸
倉
の
一
部
 

標
高

1,
70
0ｍ

以
上
の
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
群
落
に
は
、
１
属
１
種
の
日
本
固
有

種
で
あ
る
オ
サ
バ
グ
サ
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
低
標
高
部
に
は
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ

ラ
な
ど
の
広
葉
樹
林
が
広
く
発
達
し
、
自
然
度
の
高
い
森
林
景
観
が
見
ら
れ
る

貴
重
な
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
動
物
相
と
し
て
は
、
カ
モ
シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
な
ど
の
大
型
哺
乳
類
や
、
ヤ
マ
ネ
、
モ
モ
ン
ガ
等
の
多
様
な
種
の
生
息
地
と

な
っ
て
い
る
な
ど
、
良
好
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
各
種
行
為
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
良
好
な
風
致
の
維

持
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

2,
13
9 

1,
27
7 - 

86
2 
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名
 
称
 

区
 

域
 

地
区
の
概
要
 

面
積
(h
a)
 

尾
瀬
沼
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
 

字
燧
ヶ
岳
の
一
部
 

本
地
区
は
、
燧
ヶ
岳
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
山
地
湖
沼
で
あ
る

尾
瀬
沼
の
畔
に
位
置
す
る
利
用
拠
点
で
あ
る
。
宿
泊
施
設
と
し
て
長
蔵
小
屋
及

び
尾
瀬
沼
ヒ
ュ
ッ
テ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
公
園
利
用
者
に
尾
瀬
地
域
の

情
報
を
提
供
す
る
博
物
展
示
施
設
が
整
備
さ
れ
、
本
公
園
の
探
勝
と
と
も
に
一

体
的
な
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
利
用
動
線
及
び
利
用
実
態
か
ら

見
て
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
今
後
と
も
宿
舎
等
の
利
用
施
設
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
た
め
、
集
団
施
設
地
区
と
し
て
維
持
し
、
適
切
な
整
備
方
針
等
を
定
め
る

必
要
の
あ
る
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

6 6 - - 

大
清
水
、
富
士
見
、

鳩
待
峠
、
津
奈
木
 

一
帯
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
 

大
字
戸
倉
の
一
部
 

津
奈
木
を
中
心
と
し
た
こ
の
区
域
は
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
と
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
と
の

針
広
混
交
林
が
広
が
り
、
標
高

1,
40
0ｍ

付
近
に
は
ブ
ナ
林
も
広
が
っ
て
い

る
。
津
奈
木
沢
の
出
合
付
近
に
は
湿
原
が
点
在
し
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
リ
ュ
ウ

キ
ン
カ
な
ど
湿
性
植
生
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
ブ
ナ
帯
よ
り
東
部
の
低
標
高
部

に
は
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
－
コ
ナ
ラ
群
落
が
発
達
し
、
渓
流
地
帯
も
含
め
て
多
様
性

に
富
ん
だ
植
生
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
カ
モ
シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
の
大

型
哺
乳
類
を
は
じ
め
と
し
て
、
モ
モ
ン
ガ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
等
の
多
種
多
様
な
野
生
動
物
が
生
息
す
る
貴
重
な
生
態
系
を
有
し
て
い

る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
各
種
行
為
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
良
好
な
風
致
の
維

持
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

2,
13
8 - - 

2,
13
8 

合
計
 

国
 

公
 

私
 

16
,1
66
 

12
,8
53
 1 

3,
31
2 
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（エ）第３種特別地域 

次の区域を第３種特別地域とする。 

（表８：第３種特別地域総括表） 

都道府県名 区 域 面 積(ha) 

福島県 

南会津郡檜枝岐村 

字駒ヶ岳の一部 

199 

国 - 

公 199 

私 - 

群馬県 

利根郡片品村 

大字戸倉の一部 

5,226 

国 - 

公 - 

私 5,226 

合 計 

5,425 

国 - 

公 199 

私 5,226 
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（
表
９
：
第
３
種
特
別
地
域
内
訳
表
）
 

名
 
称
 

区
 

域
 

地
区
の
概
要
 

面
積
(h
a)
 

檜
枝
岐
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐

村
 字
駒
ヶ
岳
の
一
部
 

檜
枝
岐
村
の
集
落
に
近
い
標
高
約

1,
30
0ｍ

以
上
の
山
麓
地
で
あ
り
、
ブ
ナ
を
主
体
と
す
る
自
然
林

の
ほ
か
、
地
域
の
生
活
・
文
化
と
密
接
に
関
連
し
た
多
様
な
植
生
が
見
ら
れ
る
。
特
に
こ
の
地
区
の

ミ
ズ
ナ
ラ
は
生
育
が
良
好
で
あ
り
、
胸
高
直
径
１
ｍ
を
超
す
大
径
木
も
見
ら
れ
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
良
好
な
風
致
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

19
9 0 

19
9 0 

物
見
山
及
び
 

燕
巣
山
北
西
部
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
 

大
字
戸
倉
の
一
部
 

稜
線
沿
い
の
高
標
高
部
は
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
等
が
生
育
す
る
亜
高
山
帯
の
森
林
景
観
を
呈
し
て
お

り
、
低
標
高
部
で
は
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
林
等
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
地
区
に
は
カ
ラ
マ

ツ
の
造
林
地
を
含
む
が
、
カ
モ
シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
テ
ン
、
キ
ツ
ネ
等
多
く
の
中
・
大
型
哺
乳

類
の
生
息
地
と
し
て
足
る
だ
け
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
良
好
な
風
致
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

2,
49
3 0 0 

2,
49
3 

荷
鞍
山
南
部
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
 

大
字
戸
倉
の
一
部
 

稜
線
沿
い
の
高
標
高
部
は
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
等
が
生
育
す
る
亜
高
山
帯
の
森
林
景
観
を
呈
し
て
お

り
、
低
標
高
部
で
は
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
林
等
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
地
区
に
は
カ
ラ
マ

ツ
の
造
林
地
を
含
む
が
、
カ
モ
シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
テ
ン
、
キ
ツ
ネ
等
多
く
の
中
・
大
型
哺
乳

類
の
生
息
地
と
し
て
足
る
だ
け
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
良
好
な
風
致
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

1,
46
6 0 0 

1,
46
6 

大
行
山
一
帯
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
 

大
字
戸
倉
の
一
部
 

ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
林
等
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
地
区
に
は
カ
ラ
マ
ツ
の
造
林
地
を
含

む
が
、
カ
モ
シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
テ
ン
、
キ
ツ
ネ
等
多
く
の
中
・
大
型
哺
乳
類
の
生
息
地
と
し

て
足
る
だ
け
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
良
好
な
風
致
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

72
6 0 0 

72
6 

西
山
北
東
部
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
 

大
字
戸
倉
の
一
部
 

ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
林
等
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
地
区
に
は
カ
ラ
マ
ツ
の
造
林
地
を
含

む
が
、
カ
モ
シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
テ
ン
、
キ
ツ
ネ
等
多
く
の
中
・
大
型
哺
乳
類
の
生
息
地
と
し

て
足
る
だ
け
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
良
好
な
風
致
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
 

国
 

公
 

私
 

54
1 0 0 

54
1 

合
計
 

国
 

公
 

私
 

5,
42
5 0 

19
9 

5,
22
6 
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イ
関
連
事
項

（
ア
）

汚
水
又
は
廃
水
の
排
出
規
制
区
域

汚
水
又
は
廃
水
の
排
出
の
規
制
に
係
る
区
域
を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
表

10
：
汚
水
又
は
廃
水
の
排
出
規
制
区
域
表
）
 

名
 
称
 

位
 

置
 

地
域
地
区
 

湖
沼
及
び
湿
原
の
概
要
 

面
積
(h
a)
 

尾
瀬
沼
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
及
び
群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
内
 

特
別
保
護
地
区
 

燧
ヶ
岳
の
噴
火
に
よ
っ
て
沼
尻
川
が
堰
き
止
め
ら
れ
て
誕
生
し
た
我

が
国
を
代
表
す
る
山
地
湖
沼
で
、
標
高

1,
66
5m

の
高
地
に
あ
る
。
周
囲

約
９
km
、
水
深
は
最
深
部
で
約
９
m。

 

18
1 

尾
瀬
ヶ
原
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
及
び
群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
内
 

特
別
保
護
地
区
 

我
が
国
を
代
表
す
る
日
本
最
大
の
山
地
湿
原
で
、
標
高
約

1,
40
0m

に

位
置
し
、
東
西
約
６
km
、
南
北
約
２
km

に
及
ぶ
。
豊
富
な
湿
性
植
物
や

池
塘
を
有
す
る
。
 

84
9 
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（
イ
）

採
取
等
規
制
植
物

採
取
又
は
損
傷
を
規
制
す
る
植
物
を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
表

11
：
採
取
等
規
制
植
物
表
）
 

科
名
 

種
名
（
ミ
ズ
ゴ
ケ
科
の
植
物
に
あ
っ
て
は
、
属
名
）
 

ミ
ズ
ゴ
ケ
 

ミ
ズ
ゴ
ケ
属
 

ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
 

ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
 

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
 

ミ
ヤ
マ
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
、
ヒ
メ
ス
ギ
ラ
ン
、
ス
ギ
ラ
ン
、
ヤ
チ
ス
ギ
ラ
ン
、
マ
ン
ネ
ン
ス
ギ
、
コ
ス
ギ
ラ
ン
、
タ
カ
ネ
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
 

イ
ワ
ヒ
バ
 

エ
ゾ
ヒ
メ
ク
ラ
マ
ゴ
ケ
、
ヒ
モ
カ
ズ
ラ
、
イ
ワ
ヒ
バ
 

ミ
ズ
ニ
ラ
 

ヒ
メ
ミ
ズ
ニ
ラ
 

ハ
ナ
ヤ
ス
リ
 

ヒ
メ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
（
ヘ
ビ
ノ
シ
タ
）、

エ
ゾ
フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
（
ヤ
マ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
を
含
む
）
 

イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
 

ハ
コ
ネ
ソ
ウ
（
ハ
コ
ネ
シ
ダ
）
 

オ
シ
ダ
 

ナ
ン
タ
イ
シ
ダ
、
イ
ワ
イ
ヌ
ワ
ラ
ビ
、
ナ
ヨ
シ
ダ
、
オ
ク
ヤ
マ
シ
ダ
、
ウ
サ
ギ
シ
ダ
、
イ
ワ
ウ
サ
ギ
シ
ダ
、
ニ
ッ
コ
ウ
シ
ダ
、
タ
チ
ヒ
メ
ワ
ラ
ビ
 

シ
シ
ガ
シ
ラ
 

ミ
ヤ
マ
シ
シ
ガ
シ
ラ
 

チ
ャ
セ
ン
シ
ダ
 

ク
モ
ノ
ス
シ
ダ
 

ウ
ラ
ボ
シ
 

ミ
ヤ
マ
ウ
ラ
ボ
シ
、
ホ
テ
イ
シ
ダ
 

マ
ツ
 

ハ
イ
マ
ツ
 

ヒ
ノ
キ
 

ミ
ヤ
マ
ビ
ャ
ク
シ
ン
（
ミ
ヤ
マ
ハ
イ
ビ
ャ
ク
シ
ン
）、

ミ
ヤ
マ
ネ
ズ
 

イ
チ
イ
 

キ
ャ
ラ
ボ
ク
 

ヤ
マ
モ
モ
 

ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
 

ヤ
ナ
ギ
 

シ
ラ
イ
ヤ
ナ
ギ
 

イ
ラ
ク
サ
 

コ
ケ
ミ
ズ
 

ツ
チ
ト
リ
モ
チ
 

ミ
ヤ
マ
ツ
チ
ト
リ
モ
チ
 

タ
デ
 

イ
ブ
キ
ト
ラ
ノ
オ
（
エ
ゾ
イ
ブ
キ
ト
ラ
ノ
オ
を
含
む
）、

ム
カ
ゴ
ト
ラ
ノ
オ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
タ
デ
 

ナ
デ
シ
コ
 

カ
ト
ウ
ハ
コ
ベ
、
ミ
ヤ
マ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
ク
モ
マ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
タ
カ
ネ
ナ
デ
シ
コ
（
ク
モ
イ
ナ
デ
シ
コ
を
含
む
）、

セ
ン
ジ
ュ
ガ
ン
ピ
、
オ
オ
ビ
ラ
ン
ジ
（
ツ
ル
ビ
ラ
ン
ジ
、

ビ
ラ
ン
ジ
を
含
む
）、

コ
バ
ノ
ツ
メ
ク
サ
（
ホ
ソ
バ
ツ
メ
ク
サ
）、

エ
ゾ
フ
ス
マ
（
シ
ラ
オ
イ
ハ
コ
ベ
）、

シ
コ
タ
ン
ハ
コ
ベ
 

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
 

オ
オ
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
、
オ
ク
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ナ
ン
タ
イ
ブ
シ
、
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
、
ア
ズ
マ
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
、
ホ
ソ
バ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ジ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ヒ
メ
イ
チ

ゲ
、
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
（
チ
ョ
ウ
カ
イ
イ
チ
ゲ
、
エ
ゾ
ノ
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
を
含
む
）、

イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
、
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
、
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
、
サ
ン
リ
ン
ソ
ウ
、
レ

ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
、
ミ
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
、
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
（
エ
ン
コ
ウ
ソ
ウ
を
含
む
）、

ミ
ヤ
マ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
（
コ
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
を
含
む
）、

カ
ザ
グ
ル
マ
、
ト

リ
ガ
タ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
、
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
、
ミ
ツ
バ
オ
ウ
レ
ン
、
ミ
ツ
バ
ノ
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
（
コ
シ
ジ
オ
ウ
レ
ン
）、

セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
シ
ロ
カ
ネ
ソ

ウ
（
ツ
ル
シ
ロ
カ
ネ
ソ
ウ
）、

オ
キ
ナ
グ
サ
、
ミ
ヤ
マ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、
オ
ゼ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
（
シ
コ
タ
ン
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
）、

イ
ト
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、
ハ
ル
カ
ラ
マ
ツ
、
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
マ

ツ
、
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
、
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
ベ
ニ
バ
ナ
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
 

メ
ギ
 

サ
ン
カ
ヨ
ウ
、
キ
バ
ナ
イ
カ
リ
ソ
ウ
、
ク
モ
イ
イ
カ
リ
ソ
ウ
、
ト
ガ
ク
シ
シ
ョ
ウ
マ
（
ト
ガ
ク
シ
ソ
ウ
）
 

ス
イ
レ
ン
 

オ
ゼ
コ
ウ
ホ
ネ
、
エ
ゾ
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
（
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
を
含
む
）
 

ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
 

ミ
チ
ノ
ク
サ
イ
シ
ン
、
コ
シ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
、
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
（
サ
イ
シ
ン
）
 

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
 

ニ
ッ
コ
ウ
オ
ト
ギ
リ
、
イ
ワ
オ
ト
ギ
リ
（
ハ
イ
ト
オ
ト
ギ
リ
）
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科
名
 

種
名
（
ミ
ズ
ゴ
ケ
科
の
植
物
に
あ
っ
て
は
、
属
名
）
 

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
 

ナ
ガ
バ
ノ
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
サ
ジ
バ
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
 

ケ
シ
 

エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク
、
コ
マ
ク
サ
、
ヤ
マ
ブ
キ
ソ
ウ
、
オ
サ
バ
グ
サ
 

ア
ブ
ラ
ナ
 

ミ
ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ
、
イ
ワ
ハ
タ
ザ
オ
（
イ
ワ
テ
ハ
タ
ザ
オ
を
含
む
）、

ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
（
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
）、

ク
モ
マ
ナ
ズ
ナ
、
ハ
ク
セ
ン
ナ
ズ
ナ
、
ミ
ギ
ワ
ガ
ラ
シ
 

ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
 

ホ
ソ
バ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
ホ
ソ
バ
イ
ワ
ベ
ン
ケ
イ
（
ア
オ
ノ
イ
ワ
ベ
ン
ケ
イ
）、

イ
ワ
ベ
ン
ケ
イ
 

ユ
キ
ノ
シ
タ
 

ア
ラ
シ
グ
サ
、
ヒ
メ
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
、
シ
ラ
ヒ
ゲ
ソ
ウ
、
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
（
コ
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
を
含
む
）、

ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
（
ウ
チ
ワ
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
を
含
む
）、

ミ
ヤ
マ

ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
、
ウ
ラ
ベ
ニ
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
、
エ
ゾ
ク
ロ
ク
モ
ソ
ウ
（
ク
ロ
ク
モ
ソ
ウ
を
含
む
）、

フ
キ
ユ
キ
ノ
シ
タ
 

バ
ラ
 

コ
シ
ジ
シ
モ
ツ
ケ
ソ
ウ
、
シ
モ
ツ
ケ
ソ
ウ
（
ア
カ
バ
ナ
シ
モ
ツ
ケ
ソ
ウ
を
含
む
）、

ノ
ウ
ゴ
ウ
イ
チ
ゴ
、
シ
ロ
バ
ナ
ノ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
（
モ
リ
イ
チ
ゴ
）、

ミ
ヤ
マ
ダ
イ
コ
ン
ソ

ウ
、
チ
ン
グ
ル
マ
、
イ
ワ
キ
ン
バ
イ
、
キ
ン
ロ
バ
イ
、
ミ
ヤ
マ
キ
ン
バ
イ
、
ク
ロ
バ
ナ
ロ
ウ
ゲ
、
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
（
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を
含
む
）、

オ
オ
タ
カ
ネ
バ
ラ
、
タ
カ
ネ
イ
バ

ラ
、
コ
ガ
ネ
イ
チ
ゴ
、
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ゴ
、
タ
カ
ネ
ト
ウ
ウ
チ
ソ
ウ
（
ケ
ト
ウ
ウ
チ
ソ
ウ
を
含
む
）、

マ
ル
バ
シ
モ
ツ
ケ
、
イ
ワ
シ
モ
ツ
ケ
、
ホ
ザ
キ
シ
モ
ツ
ケ
 

マ
メ
 

カ
ラ
フ
ト
モ
メ
ン
ヅ
ル
、
イ
ワ
オ
オ
ギ
 

フ
ウ
ロ
ソ
ウ
 

グ
ン
ナ
イ
フ
ウ
ロ
、
ア
サ
マ
フ
ウ
ロ
、
コ
フ
ウ
ロ
、
ハ
ク
サ
ン
フ
ウ
ロ
 

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
 

オ
ゼ
ヌ
マ
タ
イ
ゲ
キ
 

ス
ミ
レ
 

キ
バ
ナ
ノ
コ
マ
ノ
ツ
メ
、
ウ
ス
バ
ス
ミ
レ
、
オ
オ
バ
キ
ス
ミ
レ
、
ヒ
ゴ
ス
ミ
レ
、
ナ
エ
バ
キ
ス
ミ
レ
、
オ
オ
バ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ
、
ミ
ヤ
マ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、

ヒ
メ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
 

ア
カ
バ
ナ
 

ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
ヒ
メ
ア
カ
バ
ナ
、
ミ
ヤ
マ
ア
カ
バ
ナ
、
ム
ツ
ア
カ
バ
ナ
 

ス
ギ
ナ
モ
 

ス
ギ
ナ
モ
 

ミ
ズ
キ
 

ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
 

セ
リ
 

イ
ワ
テ
ト
ウ
キ
（
ナ
ン
ブ
ト
ウ
キ
）、

ハ
ク
サ
ン
サ
イ
コ
、
ミ
ヤ
マ
ニ
ン
ジ
ン
、
ハ
ク
サ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
、
シ
ラ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、
ミ
ヤ
マ
ウ
イ
キ
ョ
ウ
（
ヤ
マ
ウ
イ
キ
ョ
ウ
）
 

イ
ワ
ウ
メ
 

イ
ワ
ウ
メ
、
ヒ
メ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
（
コ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
オ
オ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
を
含
む
）、

イ
ワ
ウ
チ
ワ
（
オ
オ
イ
ワ
ウ
チ
ワ
、
ト
ク
ワ
カ
ソ
ウ
を
含
む
）
 

イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
 

ウ
メ
ガ
サ
ソ
ウ
、
シ
ャ
ク
ジ
ョ
ウ
ソ
ウ
、
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
、
コ
バ
ノ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
、
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
（
ベ
ニ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
）、

マ
ル
バ
ノ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
、
ジ

ン
ヨ
ウ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
、
コ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
 

ツ
ツ
ジ
 

ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
コ
メ
バ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
ウ
ラ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
、
イ
ワ
ヒ
ゲ
、
ハ
リ
ガ
ネ
カ
ズ
ラ
、
ヒ
メ
ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ
、
ア
カ
モ
ノ
、
シ
ラ
タ
マ
ノ
キ
、
イ
ワ
ナ
ン
テ
ン
、

ミ
ネ
ズ
オ
ウ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ヨ
ウ
ラ
ク
（
ツ
リ
ガ
ネ
ツ
ツ
ジ
を
含
む
）、

ヒ
メ
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
、
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
、
イ
ワ
ナ
シ
、
ア
オ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
ム
ラ
サ
キ

ヤ
シ
オ
、
キ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
（
シ
ロ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ネ
モ
ト
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
含
む
）、

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
オ
オ
バ
ツ
ツ

ジ
、
ア
カ
ヤ
シ
オ
、
シ
ロ
ヤ
シ
オ
（
ゴ
ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ
）、

コ
メ
ツ
ツ
ジ
、
ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ミ
ヤ
マ
ホ
ツ
ツ
ジ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
、
ベ
ニ
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
、
コ
ケ

モ
モ
 

ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
 

ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
 

サ
ク
ラ
ソ
ウ
 

ヤ
ナ
ギ
ト
ラ
ノ
オ
、
ク
リ
ン
ソ
ウ
、
オ
オ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
、
ユ
キ
ワ
リ
ソ
ウ
、
ユ
キ
ワ
リ
コ
ザ
ク
ラ
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
、
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
、
コ
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
 

リ
ン
ド
ウ
 

ト
ウ
ヤ
ク
リ
ン
ド
ウ
、
コ
ヒ
ナ
リ
ン
ド
ウ
、
オ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
、
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
、
タ
テ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
、
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
、
ハ
ナ
イ
カ
リ
、
ホ
ソ
バ
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
、
イ
ワ

イ
チ
ョ
ウ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
 

ア
カ
ネ
 

エ
ゾ
ノ
ヨ
ツ
バ
ム
グ
ラ
、
オ
オ
バ
ノ
ヨ
ツ
バ
ム
グ
ラ
 

ム
ラ
サ
キ
 

ム
ラ
サ
キ
 

シ
ソ
 

タ
テ
ヤ
マ
ウ
ツ
ボ
グ
サ
、
イ
ブ
キ
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ
（
イ
ワ
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ
を
含
む
）
 

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
 

ホ
ソ
バ
コ
ゴ
メ
グ
サ
、
ヒ
メ
コ
ゴ
メ
グ
サ
（
コ
バ
ノ
コ
ゴ
メ
グ
サ
）、

ヤ
マ
ウ
ツ
ボ
（
ケ
ヤ
マ
ウ
ツ
ボ
を
含
む
）、

ヨ
ツ
バ
シ
オ
ガ
マ
、
ハ
ン
カ
イ
シ
オ
ガ
マ
、
オ
ニ
シ
オ
ガ

マ
、
タ
カ
ネ
シ
オ
ガ
マ
、
エ
ゾ
シ
オ
ガ
マ
、
ヒ
メ
ト
ラ
ノ
オ
、
ク
ガ
イ
ソ
ウ
 

ハ
マ
ウ
ツ
ボ
 

オ
ニ
ク
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科
名
 

種
名
（
ミ
ズ
ゴ
ケ
科
の
植
物
に
あ
っ
て
は
、
属
名
）
 

タ
ヌ
キ
モ
 

コ
ウ
シ
ン
ソ
ウ
、
ム
シ
ト
リ
ス
ミ
レ
、
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
、
コ
タ
ヌ
キ
モ
、
ヤ
チ
コ
タ
ヌ
キ
モ
、
ヒ
メ
タ
ヌ
キ
モ
、
ホ
ザ
キ
ノ
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
、
ム
ラ
サ
キ
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
 

ス
イ
カ
ズ
ラ
 

リ
ン
ネ
ソ
ウ
、
ク
ロ
ミ
ノ
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
、
ニ
ッ
コ
ウ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
、
コ
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
 

オ
ミ
ナ
エ
シ
 

コ
キ
ン
レ
イ
カ
（
ハ
ク
サ
ン
オ
ミ
ナ
エ
シ
）
 

マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
 

マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
（
エ
ゾ
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
を
含
む
）
 

キ
キ
ョ
ウ
 

フ
ク
シ
マ
シ
ャ
ジ
ン
、
ヒ
メ
シ
ャ
ジ
ン
、
ミ
ョ
ウ
ギ
シ
ャ
ジ
ン
、
ミ
ヤ
マ
シ
ャ
ジ
ン
、
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ジ
ン
（
タ
カ
ネ
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
）、

イ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ヤ
マ
ホ
タ
ル

ブ
ク
ロ
、
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
キ
キ
ョ
ウ
 

キ
ク
 

ク
リ
ヤ
マ
ハ
ハ
コ
、
チ
ョ
ウ
ジ
ギ
ク
、
ウ
サ
ギ
ギ
ク
（
エ
ゾ
ウ
サ
ギ
ギ
ク
を
含
む
）、

ミ
ヤ
マ
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
、
ヒ
メ
シ
オ
ン
、
ミ
ヤ
マ
ヨ
メ
ナ
、
ハ
コ
ネ
ギ
ク
（
ミ
ヤ
マ
コ
ン

ギ
ク
）、

カ
ニ
コ
ウ
モ
リ
、
イ
ワ
イ
ン
チ
ン
、
オ
ゼ
ヌ
マ
ア
ザ
ミ
、
オ
ニ
ア
ザ
ミ
（
ハ
リ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
を
含
む
）、

フ
ジ
ア
ザ
ミ
、
ニ
ッ
コ
ウ
ア
ザ
ミ
、
ア
ズ
マ
ギ
ク
、
ジ
ョ
ウ

シ
ュ
ウ
ア
ズ
マ
ギ
ク
、
ミ
ヤ
マ
コ
ウ
ゾ
リ
ナ
、
ミ
ズ
ギ
ク
（
オ
ゼ
ミ
ズ
ギ
ク
を
含
む
）、

タ
カ
ネ
ニ
ガ
ナ
、
ク
モ
マ
ニ
ガ
ナ
、
ホ
ソ
バ
ヒ
ナ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
、
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
、

マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ
、
オ
タ
カ
ラ
コ
ウ
、
コ
ウ
シ
ュ
ウ
ヒ
ゴ
タ
イ
、
シ
ラ
ネ
ア
ザ
ミ
、
ニ
ッ
コ
ウ
ト
ウ
ヒ
レ
ン
、
ア
サ
マ
ヒ
ゴ
タ
イ
、
セ
ン
ダ
イ
ト
ウ
ヒ
レ
ン
（
ナ
ン
ブ
ト
ウ
ヒ

レ
ン
）、

ヒ
メ
ヒ
ゴ
タ
イ
、
ヤ
ハ
ズ
ト
ウ
ヒ
レ
ン
、
セ
イ
タ
カ
ト
ウ
ヒ
レ
ン
（
ト
ウ
ヒ
レ
ン
）、

キ
ク
ア
ザ
ミ
、
コ
ウ
リ
ン
カ
、
ミ
ヤ
マ
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
（
コ
ガ
ネ
ギ
ク
）、

ク
サ
ノ
オ
オ
バ
ノ
ギ
ク
 

ホ
ロ
ム
イ
ソ
ウ
 

ホ
ロ
ム
イ
ソ
ウ
、
ホ
ソ
バ
ノ
シ
バ
ナ
 

ユ
リ
 

ネ
バ
リ
ノ
ギ
ラ
ン
、
シ
ブ
ツ
ア
サ
ツ
キ
、
ヤ
マ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
、
ス
ズ
ラ
ン
、
カ
タ
ク
リ
、
キ
バ
ナ
ノ
ア
マ
ナ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

（
ゼ
ン
テ
イ
カ
）、

イ
ワ
ギ
ボ
ウ
シ
、
タ
チ
ギ
ボ
ウ
シ
、
オ
ゼ
ソ
ウ
、
コ
オ
ニ
ユ
リ
、
ク
ル
マ
ユ
リ
、
ヒ
メ
サ
ユ
リ
、
チ
シ
マ
ア
マ
ナ
、
ヒ
メ
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
、
キ
ン
コ
ウ
カ
、

キ
ヌ
ガ
サ
ソ
ウ
、
ク
ル
マ
バ
ツ
ク
バ
ネ
ソ
ウ
、
ワ
ニ
グ
チ
ソ
ウ
、
ヒ
ロ
ハ
ユ
キ
ザ
サ
、
オ
オ
バ
タ
ケ
シ
マ
ラ
ン
、
チ
シ
マ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
（
リ
シ
リ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
）、

チ
ャ
ボ
ゼ
キ

シ
ョ
ウ
（
ハ
コ
ネ
ハ
ナ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
）、

イ
ワ
シ
ョ
ウ
ブ
、
ハ
ナ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
（
イ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
）、

タ
マ
ガ
ワ
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ

（
シ
ロ
バ
ナ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
）、

タ
カ
ネ
シ
ュ
ロ
ソ
ウ
（
ム
ラ
サ
キ
タ
カ
ネ
ア
オ
ヤ
ギ
ソ
ウ
）、

タ
カ
ネ
ア
オ
ヤ
ギ
ソ
ウ
、
コ
バ
イ
ケ
イ
（
ウ
ラ
ゲ
コ
バ
ケ
イ
を
含
む
）
 

ア
ヤ
メ
 

ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ガ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
、
ヒ
オ
オ
ギ
ア
ヤ
メ
、
ナ
ス
ヒ
オ
オ
ギ
ア
ヤ
メ
 

イ
グ
サ
 

ミ
ク
リ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
ホ
ソ
コ
ウ
ガ
イ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
、
タ
カ
ネ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
（
ミ
ヤ
マ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
）
 

ホ
シ
ク
サ
 

ク
ロ
イ
ヌ
ノ
ヒ
ゲ
モ
ド
キ
 

イ
ネ
 

ミ
ヤ
マ
ヌ
カ
ボ
、
タ
カ
ネ
コ
ウ
ボ
ウ
、
ヒ
ゲ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
チ
シ
マ
ガ
リ
ヤ
ス
、
ミ
ヤ
マ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
ヤ
マ
オ
オ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
 

サ
ト
イ
モ
 

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
ヒ
メ
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
、
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
 

ミ
ク
リ
 

ホ
ソ
バ
タ
マ
ミ
ク
リ
 

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
 

イ
ト
ナ
ル
コ
ス
ゲ
、
ヤ
チ
ス
ゲ
、
ホ
ロ
ム
イ
ス
ゲ
、
ア
シ
ボ
ソ
ス
ゲ
（
シ
ロ
ウ
マ
ス
ゲ
）、

イ
ワ
ス
ゲ
、
シ
ロ
ハ
リ
ス
ゲ
（
イ
ッ
ポ
ン
ス
ゲ
）、

ヒ
ロ
ハ
オ
ゼ
ヌ
マ
ス
ゲ
、
ヌ
イ

オ
ス
ゲ
（
シ
ロ
ウ
マ
ヒ
メ
ス
ゲ
）、

サ
ギ
ス
ゲ
、
ワ
タ
ス
ゲ
、
ミ
ヤ
マ
イ
ヌ
ノ
ハ
ナ
ヒ
ゲ
、
ミ
ネ
ハ
リ
イ
、
タ
カ
ネ
ク
ロ
ス
ゲ
 

ラ
ン
 

コ
ア
ニ
チ
ド
リ
、
エ
ビ
ネ
、
キ
ン
セ
イ
ラ
ン
、
キ
ソ
エ
ビ
ネ
、
サ
ル
メ
ン
エ
ビ
ネ
、
ギ
ン
ラ
ン
、
キ
ン
ラ
ン
、
サ
サ
バ
ギ
ン
ラ
ン
、
ア
オ
チ
ド
リ
、
サ
イ
ハ
イ
ラ
ン
、
ト
ケ
ン

ラ
ン
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
（
ホ
ク
ロ
）、

コ
ア
ツ
モ
リ
、
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
、
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
、
イ
チ
ヨ
ウ
ラ
ン
、
サ
ワ
ラ
ン
（
ア
サ
ヒ
ラ
ン
）、

キ
リ
ガ
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
ラ
ン
、
コ
イ
チ

ヨ
ウ
ラ
ン
、
ア
オ
ス
ズ
ラ
ン
（
エ
ゾ
ス
ズ
ラ
ン
）、

カ
キ
ラ
ン
、
ト
ラ
キ
チ
ラ
ン
、
ア
オ
キ
ラ
ン
、
オ
ニ
ノ
ヤ
ガ
ラ
、
ア
ケ
ボ
ノ
シ
ュ
ス
ラ
ン
、
ヒ
ロ
ハ
ツ
リ
シ
ュ
ス
ラ
ン
、
ヒ

メ
ミ
ヤ
マ
ウ
ズ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ウ
ズ
ラ
、
シ
ュ
ス
ラ
ン
、
ノ
ビ
ネ
チ
ド
リ
、
テ
ガ
タ
チ
ド
リ
（
チ
ド
リ
ソ
ウ
）、

ミ
ヤ
マ
モ
ジ
ズ
リ
、
オ
オ
ミ
ズ
ト
ン
ボ
（
サ
ワ
ト
ン
ボ
）、

サ
ギ

ソ
ウ
、
ミ
ズ
ト
ン
ボ
、
オ
ゼ
ノ
サ
ワ
ト
ン
ボ
、
ム
カ
ゴ
ソ
ウ
、
ム
ヨ
ウ
ラ
ン
、
ギ
ボ
ウ
シ
ラ
ン
、
フ
ガ
ク
ス
ズ
ム
シ
、
ジ
ガ
バ
チ
ソ
ウ
、
ク
モ
キ
リ
ソ
ウ
、
ス
ズ
ム
シ
ソ
ウ
、

フ
タ
バ
ラ
ン
（
コ
フ
タ
バ
ラ
ン
）、

ア
オ
フ
タ
バ
ラ
ン
、
ミ
ヤ
マ
フ
タ
バ
ラ
ン
、
タ
カ
ネ
フ
タ
バ
ラ
ン
、
ヤ
チ
ラ
ン
、
ホ
ザ
キ
イ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
、
ア
リ
ド
オ
シ
ラ
ン
、
ヒ
メ
ム
ヨ

ウ
ラ
ン
、
サ
カ
ネ
ラ
ン
、
ヨ
ウ
ラ
ク
ラ
ン
、
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
（
ウ
ズ
ラ
バ
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
を
含
む
）、

ヒ
ナ
チ
ド
リ
、
カ
モ
メ
ラ
ン
（
カ
モ
メ
ソ
ウ
）、

オ
ノ
エ
ラ
ン
、
ウ

チ
ョ
ウ
ラ
ン
、
ニ
ョ
ホ
ウ
チ
ド
リ
、
コ
ケ
イ
ラ
ン
、
タ
カ
ネ
ト
ン
ボ
、
ジ
ン
バ
イ
ソ
ウ
、
ミ
ズ
チ
ド
リ
、
ツ
レ
サ
ギ
ソ
ウ
、
ヤ
マ
サ
ギ
ソ
ウ
、
マ
イ
サ
ギ
ソ
ウ
、
オ
オ
バ
ノ
ト

ン
ボ
ソ
ウ
、
コ
バ
ノ
ト
ン
ボ
ソ
ウ
、
キ
ソ
チ
ド
リ
、
オ
オ
ヤ
マ
サ
ギ
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
チ
ド
リ
（
ニ
ッ
コ
ウ
チ
ド
リ
）、

ホ
ソ
バ
ノ
キ
ソ
チ
ド
リ
、
ト
キ
ソ
ウ
、
ヤ
マ
ト
キ
ソ
ウ
、

カ
ヤ
ラ
ン
、
ヒ
ト
ツ
ボ
ク
ロ
、
イ
イ
ヌ
マ
ム
カ
ゴ
、
ト
ン
ボ
ソ
ウ
、
ハ
ク
ウ
ン
ラ
ン
、
シ
ョ
ウ
キ
ラ
ン
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ウ 面積内訳

（表 12：地域地区別土地所有別面積総括表）

（単位：面積 ha、比率％） 

地 域 区 分 特別地域 
普通地域 

（陸域）

合計 

（陸域）

海域公園 

地区 

普通地域 

（海域） 

合計 

（海域） 
地 種 区 分 特別保護地区 第 1種 第 2種 第 3種 

土 地 所 有 別 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 

福
島
県

土地所有別面積 2,797 0 11 3,939 0 0 9,999 1 312 0 199 0 0 0 0 16,735 200 323 

地種区分面積 

2,808 

（7.5） 

3,939 

（10.6） 

10,312 

（27.7） 

199 

（0.5） 

0 

（0.0） 

17,258 

（46.4） 

地域地区別面積 14,450 

（38.8） 

地域別面積 17,258 

（46.4） 

栃
木
県

土地所有別面積 0 0 0 404 0 0 743 0 0 0 0 0 0 0 0 1,147 0 0 

地種区分面積 

0 

（0.0） 

404 

（1.1） 

743 

（2.0） 

0 

（0.0） 

0 

（0.0） 

1,147 

(3.1) 

地域地区別面積 1,147 

(3.1) 

地域別面積 1,147 

(3.1) 

群
馬
県

土地所有別面積 104 0 6185 0 0 1,869 1,277 0 3,000 0 0 5,226 0 0 0 1,381 0 16,280 

地種区分面積 

6,289 

（16.9） 

1,869 

（5.0） 

4,277 

（11.5） 

5,226 

（14.0） 

0 

（0.0） 

17,661 

（47.4） 

地域地区別面積 11,372 

（30.6） 

地域別面積 17,661 

（47.4） 

新
潟
県

土地所有別面積 322 0 0 0 0 0 834 0 0 0 0 0 0 0 0 1,156 0 0 

地種区分面積 

322 

（0.9） 

0 

（0.0） 

834 

（2.2） 

0 

（0.0） 

0 

（0.0） 

1,156 

（3.1） 

地域地区別面積 834 

（2.2） 

地域別面積 1,156 

（3.1） 

合
計

土地所有別面積 3,223 0 6,196 4,343 0 1,869 12,853 1 3,312 0 199 5,226 0 0 0 20,419 200 16,603 

地種区分面積 

9,419 

（25.3） 

6,212 

（16.7） 

16,166 

（43.4） 

5,425 

（14.6） 

0 

（0.0） 

37,222 

（100.0） 

地域地区別面積 27,803 

（74.7） 

地域別面積 37,222 

（100.0） 
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（表 13：地域地区別市町村別面積総括表） 

（単位：面積㏊） 

地域地区 

市町村名 

特別地域 普通地域 

（陸域）

合 計 

（陸域）

海域公園 

地区 

普通地区 

（海域） 

合 計 

（海域） 特保 第１種 第２種 第３種 小計 

福島県 南会津郡 

檜枝岐村 2,788 3,716 9,182 199 15,885 0 15,885 

南会津町 20 223 1,130 0 1,373 0 1,373 

小 計 2,808 3,939 10,312 199 17,258 0 17,258 

栃木県 日光市 0 404 743 0 1,147 0 1,147 

群馬県 利根郡 片品村 6,289 1,869 4,277 5,226 17,661 0 17,661 

新潟県 魚沼市 322 0 834 0 1,156 0 1,156 

合 計 9,419 6,212 16,166 5,424 37,222 0 37,222 
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３
 
事
業
計
画
 

（
１
）
施
設
計
画
 

ア
保
護
施
設
計
画

保
護
施
設
を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
表

14
：
保
護
施
設
表
）
 

番
号
 

種
 
類
 

位
 

置
 

整
備
方
針
 

告
示
年
月
日
 

1 
植
生
復
元
施
設
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
駒
ヶ
岳
）
 

会
津
駒
ヶ
岳
か
ら
中
門
岳
の
歩
道
沿
い
の
植
生
の
荒
廃
の
防
止
及
び
高
山
植
物
の

復
元
を
図
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

2 
植
生
復
元
施
設
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
燧
ヶ
岳
）
 

燧
ヶ
岳
の
歩
道
沿
い
の
植
生
の
荒
廃
の
防
止
及
び
高
山
植
物
の
復
元
を
図
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

3 
植
生
復
元
施
設
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
尾
瀬
沼
）
 

尾
瀬
沼
の
歩
道
沿
い
の
植
生
の
荒
廃
の
防
止
及
び
湿
原
植
物
の
復
元
を
図
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

4 
植
生
復
元
施
設
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
及
び
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
尾
瀬
ヶ
原
）
 

尾
瀬
ヶ
原
の
歩
道
沿
い
の
植
生
の
荒
廃
の
防
止
及
び
湿
原
植
物
の
復
元
を
図
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

5 
植
生
復
元
施
設
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
（
田
代
山
）
 

田
代
山
の
歩
道
沿
い
の
植
生
の
荒
廃
の
防
止
及
び
高
山
植
物
の
復
元
を
図
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

6 
植
生
復
元
施
設
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
至
仏
山
）
 

至
仏
山
の
歩
道
沿
い
の
植
生
の
荒
廃
の
防
止
及
び
高
山
植
物
の
復
元
を
図
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

7 
植
生
復
元
施
設
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
ア
ヤ
メ
平
）
 

ア
ヤ
メ
平
の
歩
道
沿
い
の
植
生
の
荒
廃
の
防
止
及
び
湿
原
植
物
の
復
元
を
図
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
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イ 利用施設計画

（ア） 集団施設地区

集団施設地区を次のとおりとする。

（表 15：集団施設地区表） 

番号 名称 区域 計画目標 
整備計画区 

及び基盤施設 
整備方針 面積（ha） 旧計画との関係 

1 御池 福島県南会津郡檜枝

岐村内国有林会津森

林管理署南会津支署

1062 林班の一部   

本地区は、マイカーの乗入れが規制されている県道沼

田・檜枝岐線の基点に位置する利用拠点である。宿泊施設

である御池ロッジ及び駐車場が整備されており、福島県側

からの尾瀬へのアクセスの拠点として重要な箇所である。 

このような地域の特性を踏まえ、幅広い利用者層が尾瀬

への理解を深めて安全快適に入山できるような情報発信と

サービスの充実を図るとともに、燧ケ岳や御池田代、ブナ

平等における自然探勝の拠点としての機能の充実を図るこ

とを計画目標とする。

御池整備計画区 主に福島県側からの入山者に対し、尾瀬の自然を探

勝する上での拠点として整備する。 

本公園の主要な利用拠点の一つであるとの観点か

ら、尾瀬核心地へのアクセス及び周辺の優れた自然探

勝のための滞在に対応できるよう、宿舎、休憩所、園

地及び駐車場等の充実を図る。 31.3 

一般計画 

平 19.8.30 決定 

区域指定 

平 19.8.30 告示 

面積計 

国 公 私 

31.3 － － 

31.3 

2 尾瀬沼 福島県南会津郡檜枝

岐村字燧ヶ岳の一部 

本地区は、尾瀬沼の畔に位置する利用拠点である。宿泊

施設として長蔵小屋及び尾瀬沼ヒュッテが整備されている

ほか、公園利用者に尾瀬地域の情報を提供する博物展示施

設が整備され、本公園の探勝とともに一体的な利用がなさ

れている。 

このような地域の特性を踏まえ、本公園を代表する利用

拠点として必要な情報発信を行うとともに、尾瀬沼の静け

さを活かした上質な環境を創出し、快適な滞在利用ができ

るようにサービスの充実を図ることで、利用者が静かに尾

瀬の一級の自然を味わうことができる空間をつくることを

計画目標とする。 

尾瀬沼整備計画区 主に沼山峠及び大清水からの入山者に対し、尾瀬の

自然に関する情報を発信するとともに、入山者の滞在

に資する整備を行う。 

本公園の主要な利用拠点の一つであるとの観点か

ら、博物展示施設を整備し、情報発信及び自然体験の

充実を図るとともに、優れた自然環境の中での快適な

滞在利用を提供するための宿舎、野営場、休憩所、園

地（広場、園路等）の充実を図る。 

5.9 

一般計画 

平 19.8.30 決定 

区域指定 

平 19.8.30 告示 

排水施設 本地区内の合併処理式浄化槽の処理水を、周辺の自

然環境に負荷をかけずに公園外に排水するため、汚泥

処理装置及びパイプライン等の施設が整備されてい

る。処理水が国立公園内に漏れないよう、施設の維持

管理を行う。 

面積計 

国 公 私 

5.9 － － 

5.9 

3 山ノ鼻 群馬県利根郡片品村

大字戸倉の一部 

本地区は、尾瀬ヶ原の西側に位置する利用拠点である。

尾瀬において入山者を最も多く迎える鳩待峠から尾瀬ヶ原

にアクセスする際の重要な拠点であることから、公園利用

者に尾瀬地域の情報を提供する博物展示施設、宿舎及び野

営場が整備されている。また、周辺には興味地点として尾

瀬植物研究見本園が整備されている。 

このような地域の特性を踏まえ、本公園を代表する利用

拠点として、多様な利用者層が快適・安全に滞在できる空

間の創出や情報提供を行うことで、利用者が尾瀬の一級の

自然を味わうことができる空間をつくることを計画目標と

する。 

山ノ鼻整備計画区 主に鳩待峠から尾瀬ヶ原及び至仏山方面への入山者

に対し、尾瀬の自然に関する情報を発信するととも

に、多様な入山者の滞在に資する整備を行う。 

本公園の主要な利用拠点の一つであるとの観点か

ら、優れた自然の中で快適・安全に滞在できるよう、

博物展示施設を整備し、情報発信及び自然体験の充実

を図るとともに、宿舎、野営場、休憩所、園地（広

場、園路等）の充実を図る。 
4.9 

一般計画 

平 19.8.30 決定 

区域指定 

平 19.8.30 告示 

面積計 

国 公 私 

－ － 4.9 

4.9 
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（
イ
）

単
独
施
設

単
独
施
設
を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
表

16
：
単
独
施
設
表
）
 

番
号
 

種
 
類
 

位
 

置
 

整
備
方
針
 

告
示
年
月
日
 

1 
避
難
小
屋
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
会
津
駒
ヶ
岳
）
 

会
津
駒
ヶ
岳
の
登
山
利
用
者
等
の
安
全
を
図
る
た
め
の
避
難
小
屋
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

2 
園
地
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
三
条
ノ
滝
）
 

三
条
ノ
滝
及
び
周
辺
の
散
策
・
休
憩
の
た
め
の
園
地
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

3 
園
地
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
馬
坂
峠
）
 

田
代
山
・
帝
釈
山
の
登
山
利
用
者
の
休
憩
等
の
た
め
の
園
地
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

4 
園
地
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
尾
瀬
温
泉
）
 

尾
瀬
ヶ
原
及
び
周
辺
の
散
策
・
休
憩
の
た
め
の
園
地
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

5 
宿
舎
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
尾
瀬
温
泉
）
 

尾
瀬
ヶ
原
及
び
周
辺
の
自
然
探
勝
等
の
た
め
の
滞
在
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

6 
園
地
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
沼
山
口
）
 

赤
法
華
尾
瀬
沼
線
道
路
（
歩
道
）
に
お
け
る
尾
瀬
沼
へ
の
主
た
る
入
山
口
と
し
て
整
備

す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

7 
園
地
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
見
晴
）
 

尾
瀬
ヶ
原
及
び
周
辺
の
散
策
・
休
憩
の
た
め
の
園
地
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

8 
宿
舎
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
見
晴
）
 

尾
瀬
ヶ
原
及
び
周
辺
の
自
然
探
勝
等
の
た
め
の
滞
在
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

9 
野
営
場
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
見
晴
）
 

尾
瀬
ヶ
原
及
び
至
仏
山
の
景
観
を
活
か
し
た
野
外
宿
泊
の
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

10
 

給
水
施
設
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
見
晴
）
 

見
晴
及
び
周
辺
地
区
に
安
定
的
に
飲
料
水
等
を
給
水
す
る
た
め
の
給
水
施
設
と
し
て
整

備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

11
 

排
水
施
設
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
見
晴
）
 

見
晴
及
び
周
辺
地
区
か
ら
の
排
水
を
自
然
環
境
に
負
荷
を
掛
け
ず
に
公
園
区
域
外
に
排

出
す
る
た
め
の
排
水
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

12
 

園
地
 

福
島
県
南
会
津
郡
檜
枝
岐
村
（
沼
尻
）
 

尾
瀬
沼
及
び
周
辺
の
散
策
・
休
憩
の
た
め
の
園
地
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

13
 

避
難
小
屋
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
（
田
代
山
）
 

田
代
山
の
登
山
利
用
者
等
の
安
全
を
図
る
た
め
の
避
難
小
屋
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

14
 

園
地
 

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
（
猿
倉
）
 

田
代
・
帝
釈
山
線
道
路
（
歩
道
）
始
点
に
お
け
る
田
代
山
・
帝
釈
山
へ
の
入
山
口
と
し

て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

15
 

宿
舎
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
竜
宮
小
屋
）
 

尾
瀬
ヶ
原
及
び
周
辺
の
自
然
探
勝
等
の
た
め
の
滞
在
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

16
 

宿
舎
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
三
平
峠
下
）
 

尾
瀬
沼
及
び
周
辺
の
自
然
探
勝
等
の
た
め
の
滞
在
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

17
 

宿
舎
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
富
士
見
峠
）
 

富
士
見
峠
及
び
周
辺
の
自
然
探
勝
等
の
た
め
の
滞
在
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
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番
号
 

種
 
類
 

位
 

置
 

整
備
方
針
 

告
示
年
月
日
 

18
 

休
憩
所
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
富
士
見
峠
）
 

富
士
見
峠
に
お
け
る
登
山
利
用
者
の
た
め
の
休
憩
所
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

19
 

休
憩
所
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
一
ノ
瀬
）
 

大
清
水
尾
瀬
沼
線
道
路
（
歩
道
）
利
用
者
等
の
た
め
の
休
憩
所
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

20
 

園
地
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
鳩
待
峠
）
 

尾
瀬
沼
尾
瀬
ヶ
原
線
道
路
（
歩
道
）
始
点
に
お
け
る
尾
瀬
ヶ
原
へ
の
入
山
口
と
し
て
整

備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

21
 

宿
舎
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
鳩
待
峠
）
 

尾
瀬
ヶ
原
散
策
等
の
登
山
等
の
た
め
の
滞
在
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

22
 

駐
車
場
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
鳩
待
峠
）
 

尾
瀬
ヶ
原
散
策
等
の
登
山
利
用
者
の
た
め
の
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

23
 

博
物
展
示
施
設
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
鳩
待
峠
）
 

尾
瀬
ヶ
原
及
び
至
仏
山
等
の
自
然
解
説
や
公
園
利
用
者
の
た
め
の
情
報
提
供
等
を
行
う

た
め
の
博
物
展
示
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

24
 

園
地
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
大
清
水
）
 

大
清
水
尾
瀬
沼
線
道
路
（
歩
道
）
始
点
に
お
け
る
尾
瀬
沼
へ
の
入
山
口
と
し
て
整
備
す

る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

25
 

宿
舎
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
大
清
水
）
 

尾
瀬
沼
散
策
等
の
登
山
等
の
た
め
の
滞
在
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

26
 

博
物
展
示
施
設
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
大
清
水
）
 

尾
瀬
沼
及
び
周
辺
の
自
然
解
説
や
公
園
利
用
者
の
た
め
の
情
報
提
供
等
を
行
う
た
め
の

博
物
展
示
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

27
 

園
地
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
津
奈
木
沢
）
 

津
奈
木
湿
原
の
探
勝
の
た
め
の
園
地
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

28
 

駐
車
場
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
津
奈
木
沢
）
 

津
奈
木
湿
原
の
探
勝
者
の
た
め
の
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

29
 

園
地
 

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
（
富
士
見
下
）
 

富
士
見
峠
富
士
見
下
線
道
路
（
歩
道
）
始
点
に
お
け
る
富
士
見
峠
へ
の
入
山
口
と
し
て

整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

30
 

宿
舎
 

新
潟
県
魚
沼
市
（
東
電
小
屋
）
 

尾
瀬
ヶ
原
及
び
周
辺
の
自
然
探
勝
等
の
た
め
の
滞
在
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
。
 

平
19
.8
.3
0
告
示
 

-26-





（ウ） 道路

ａ 車道

車道を次のとおりとする。

（表 17：道路（車道）表） 

番号 路線名 区 間 主要経過地 整備方針 告示年月日 

1 御池沼山線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（七入・国立公園境界） 

起点－福島県南会津郡檜枝岐村（国立公園境界） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（沼山口） 

御池 檜枝岐村及び魚沼市側から御池、沼山口への到達道路として整備する。 

平 19.8.30 告示 

2 笠科川鳩待峠線 起点－群馬県利根郡片品村（戸倉・国立公園境界） 

終点－群馬県利根郡片品村（鳩待峠） 

津奈木橋 戸倉方面から鳩待峠への到達道路として整備する。 
平 19.8.30 告示 

3 戸倉坤六峠線 起点－群馬県利根郡片品村（坤六峠・国立公園境界） 

終点－群馬県利根郡片品村（津奈木橋・車道合流点） 

水上方面から鳩待峠への到達道路として整備する。 
平 19.8.30 告示 

4 戸倉富士見下線 起点－群馬県利根郡片品村（戸倉・国立公園境界） 

終点－群馬県利根郡片品村（富士見下） 

戸倉方面から富士見下への到達道路として整備する。 
平 19.8.30 告示 

5 戸倉大清水線 起点－群馬県利根郡片品村（戸倉・国立公園境界） 

終点－群馬県利根郡片品村（大清水） 

戸倉方面から大清水への到達道路として整備する。 
平 19.8.30 告示 

ｂ 歩道

歩道を次のとおりとする。 

（表 18：道路（歩道）表） 

番号 路線名 区 間 主要経過地 整備方針 告示年月日 

1 会津駒ヶ岳登山線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（下ノ原・国立公園境界） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（中門岳山頂） 

会津駒ヶ岳 檜枝岐から会津駒ヶ岳を経て、中門岳に至る登山道として整備する。 
変更 

2 キリンテ富士見線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（キリンテ・国立公園境界） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（駒ノ大池・歩道合流点） 

大津岐峠 檜枝岐から会津駒ヶ岳を経て、中門岳に至る登山道として整備する。 
平 19.8.30 告示 

3 御池大杉線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（御池集団施設地区） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（大津岐峠・歩道合流点） 

大杉岳 御池集団施設地区から会津駒ヶ岳に至る登山道として整備する。 
平 19.8.30 告示 

4 小沢平裏燧線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（小沢平・国立公園境界） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（兎田代・歩道合流点） 

渋沢温泉 魚沼市側から渋沢温泉を経て尾瀬ヶ原に至る登山道として整備する。 
変更 

5 七入御池線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（七入・国立公園境界） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（御池集団施設地区） 

ブナ平 七入からモーカケの滝、ブナ平を経て御池集団施設地区に至る探勝歩道

として整備する。 
平 19.8.30 告示 

6 御池見晴線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（御池集団施設地区） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（見晴・歩道合流点） 

裏燧林道、三条ノ滝、 

段吉新道、尾瀬ヶ原温泉 

御池集団施設地区から尾瀬ヶ原に至る登山道として整備する。 

また、三条ノ滝、平滑ノ滝への探勝歩道として整備する。 
平 19.8.30 告示 

7 燧ヶ岳登山線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（御池集団施設地区） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（檜枝岐田代・歩道合流点） 

燧ヶ岳 御池集団施設地区から燧ヶ岳を経て尾瀬ヶ原に至る登山道として整備す

る。 
平 19.8.30 告示 

8 赤法華鳩待峠線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（赤法華・国立公園境界） 

終点－群馬県利根郡片品村（鳩待峠） 

沼山峠、大江湿原、尾瀬

沼、尾瀬ヶ原、山ノ鼻、

尾瀬植物研究見本園 

七入方面から沼山峠、尾瀬沼、尾瀬ヶ原を経て鳩待峠に至る登山道とし

て整備する。併せて、尾瀬植物研究見本園を周回する探勝歩道として整

備する。 

平 19.8.30 告示 

9 尾瀬沼燧ヶ岳線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（浅湖湿原・歩道分岐点） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（燧ヶ岳頂上・歩道合流点） 

燧（長英）新道 尾瀬沼集団施設地区から燧ヶ岳に至る登山道として整備する。 
平 19.8.30 告示 

10 尾瀬沼南岸線 起点－福島県南会津郡檜枝岐村（尾瀬沼集団施設地区） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（沼尻・歩道合流点） 

三平下 尾瀬沼南岸の探勝歩道として整備する。 
平 19.8.30 告示 

11 西根沢田代山線 起点－福島県南会津郡南会津町（川衣・国立公園境界） 

終点－福島県南会津郡南会津町（田代山・歩道合流点） 

木賊温泉方面から田代山に至る登山道として整備する。 
平 19.8.30 告示 

12 猿倉台倉高山線 起点－福島県南会津郡南会津町（猿倉・国立公園境界） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（台倉高山） 

小田代、田代山、帝釈山 湯ノ花温泉方面から田代山、帝釈山を経て台倉高山に至る登山道として

整備する。 
平 19.8.30 告示 

13 尾瀬沼黒岩山線 起点－群馬県利根郡片品村（黒岩山・国立公園境界） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（尾瀬沼集団施設地区） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（大江湿原・歩道合流点） 

赤安山、小淵沢田代 奥鬼怒方面から黒岩山、小淵沢田代を経て尾瀬沼方面に至る登山道とし

て整備する。 平 19.8.30 告示 

14 富士見峠尾瀬ヶ原線 起点－群馬県利根郡片品村（富士見峠・歩道分岐点） 

終点－群馬県利根郡片品村（三又・歩道合流点） 

終点－群馬県利根郡片品村（赤田代・歩道合流点） 

長沢新道、龍宮、ヨッピ

橋 

富士見峠から長沢を経て尾瀬ヶ原に至る登山道として整備する。 

平 19.8.30 告示 
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番号 路線名 区 間 主要経過地 整備方針 告示年月日 

15 富士見峠見晴線 起点－群馬県利根郡片品村（富士見峠・歩道分岐点） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（見晴・歩道合流点） 

八木沢橋 富士見峠から八木沢を経て見晴に至る登山道として整備する。 
平 19.8.30 告示 

16 鳩待峠尾瀬沼線 起点－群馬県利根郡片品村（鳩待峠） 

終点－福島県南会津郡檜枝岐村（尾瀬沼南岸合流点） 

横田代、アヤメ平、富士

見峠、皿伏山 

鳩待峠からアヤメ平、富士見峠、皿伏山を経て尾瀬沼に至る登山道とし

て整備する。 
平 19.8.30 告示 

17 至仏山登山線 起点－群馬県利根郡片品村（鳩待峠） 

終点－群馬県利根郡片品村（山ノ鼻集団施設地区） 

オヤマ沢田代、至仏山 鳩待峠から至仏山を経て山ノ鼻に至る登山道として整備する。 
平 19.8.30 告示 

18 笠ヶ岳登山線 起点－群馬県利根郡片品村（オヤマ沢田代・歩道分岐点） 

終点－群馬県利根郡片品村（笠ヶ岳） 

小笠 オヤマ沢田代から笠ヶ岳に至る登山道として整備する。
平 19.8.30 告示 

19 大清水尾瀬沼線 起点－群馬県利根郡片品村（大清水） 

終点－群馬県利根郡片品村（三平下・歩道合流点） 

一ノ瀬、三平峠 大清水から三平峠を経て尾瀬沼に至る登山道として整備する。 
平 19.8.30 告示 

20 大清水鬼怒沼線 起点－群馬県利根郡片品村（大清水） 

終点－群馬県利根郡片品村（鬼怒沼・国立公園境界） 

湯沢出合、物見山 大清水から鬼怒沼に至る登山道として整備する。 
平 19.8.30 告示 

21 富士見峠富士見下線 起点－群馬県利根郡片品村（富士見下） 

終点－群馬県利根郡片品村（富士見峠・歩道合流点） 

田代原 富士見下から富士見峠に至る登山道として整備する。 
平 19.8.30 告示 
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（２）生態系維持回復計画 

生態系維持回復計画を次のとおりとする。 

（表 19：生態系維持回復計画表） 

番号 名称 位置 事業の実施方針 告示年月日 

1 尾瀬 尾瀬国立

公園全域 

尾瀬国立公園において、ニホンジカの生息数増加

や生息域拡大とともに、新規湿原植生の攪乱等が確

認され、ニホンジカの影響を受けずに形成された本

公園の生態系に大きな影響を与えるおそれがでてき

ている。 

このため、本事業では、本公園の生態系の維持又

は回復を図るため、ニホンジカの防除や植生の保護

等を実施する。また、事業の効果を検証するため、

ニホンジカの生息状況等の調査及びモニタリングを

実施し、より効果的な事業実施に向けて調査研究及

び実証試験を行う。 

平 22.10.13告示 
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４ 参考事項 

（１）過去の経緯 

ア 公園区域

昭和 ９年12月 ４日 日光国立公園尾瀬地域として指定

平成19年 ８月30日 尾瀬国立公園の指定 

令和 ３年 ４月 ９日 公園区域の点検（第１次点検） 

イ 規制計画

平成19年 ８月30日 特別地域の指定

特別保護地区の指定 

採取等規制植物の指定 

汚水又は廃水の排出規制湖沼等の指定 

平成 23 年 １月 17 日 採取等規制植物の改正 

令和 ３年 ４月９日 規制計画の点検（第１次点検） 

ウ 事業計画

平成19年 ８月30日 施設計画の決定

平成22年 10月 13日 生態系維持回復事業の追加 

令和 ３年 ４月 ９日 施設計画の変更（第１次点検） 

（２）その他 

平成 18年 11月 30日 「尾瀬ビジョン」決定（尾瀬の保護と利用のあり方検討会） 

平成 25年 ８月    「尾瀬国立公園管理計画」作成 

平成 30年 ９月10日 「新・尾瀬ビジョン」決定（尾瀬国立公園協議会） 
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